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A 70　　加熱調理における潅エ- わﾚｷﾞｰ的珊丸(篤1 報）

　　　　　　　一調理用カロリメーター、製作おヽよび茎礎実験一

　　　　お蒼。米か大金政　島田遺子　香函みとリ　〇松裏塞子　平野視子

　目的　扇工末ルギー開題に調哩の文場ヵ･ら食献す･ることt 最柊・§的とする. 々。仁り

にほ、座品£最適煮無状略･こ加熱了るにこ% ､z必參な｀エネ)レヤーt適保しっっ-侈給X ネ

･ﾚ￥一と最少に押える調理条ｲｷ・閣発八処要でヽろる。そこI-可能v限り実際。調理に近い

条俸下でヽ加柘し、を供絡エーネルギーと々の肉訳t t-i^ レ得る練理用カロリメータ- I 嘔作

I終収支､こ閣すふ差､礎的情報左f f ることi.本緩告の目的としh。

　てま　調理用カロリメーター左用いz加熱左行'S , た。すなわち. j萱漬温度および湿度

i. 一能I乙保。r- 衣閉庫内（(,'i *■々 f' 76 cm.ドひ、こクP ム礎£雇fe ,こ内蔵し「こステンレ又装

鍋£用いて, 永中て■'^ゐ左加熱I r-~。X が熱±はt力計て唄丿定しrこ。庫かr^セヴトしtz .

'^/c熱電対温度計でヽ. 水および食ゐ各2リ

斗４所の加熱中の温度者ぬ£自記3 -t、、k・隻量蛮化£測定した。比柘、気化秘、熱伝遵

率£用いて。水および食品の顕熱熱童、鍋ぺ、I 熱無量- 豪。蒸発衣替柊熱量および放熱

熱量£算出した。水。み左用いて、熱収支。精ﾉl。t ^x.以内VゐゐことI 麗認しi-^債.

馬鈴蔦、にんﾚヽん、大根および豚赤身肉り

　練果　食品如叫左水沁'i ひ最適加熱状舷ま刻･tｱ熟レた陳の座品跳齢熟量､3、奎入力熱量

に対口2 －2りt;・艶国内c あ、た。ふくめ煮およびゅZ'加熱ｔ想定した調理斟乎Z' もこn

II約/o - ぶ）/.t-ヽあ,r;．一方. 水の顕熱熱量、潜熱無量、故恒熱量および鍋ぺの番熱熱-i

は、それぞれ沁一肪、2 - 20. b －辿および＼o－{り% でゐ。t-~。今後IJ - 本カロリメータ

- £用いて。竣工｡ネフレヤー的朗理条併i-蹟討寸る予定である。

A 71 崔刺対流式オ一フヽ･ンにいtる鳳漣よT 一^ の焙焼時間の関係．
　　　　　　　　　　　　　　　　o$喪電機・向品研　伍藤秀美
　　　　　　　　　　　　　　　　　樺浙iax・取肴　か叫}

　(S的) 族制ボ允式才－フ･ンにみいマ　庫内丿illオー？ンの加熱能に尺きな影響をik

ぼす．才－フ･■'-^の加熱能を比較.するには. 見力ヽけの熱ほ違令を求めればよい．そこで. 本

硝牝でば，金属製のアロックを彫･マ庫内の風速.ヒ芦伝え參の関係を求め. -さらに･スポン

ミ;いぺを俤像し. その焙焼時間と外伝^隼･iび庫内藻度・庫えの間係を較釘しr乙.

(お気)支験はは，薦虎瓜び庫司多農を自ぷに蒙'Lるこ.と.の7- をるオ-フ・ンを風漣り岫

～1-4^所, 厚内濠覆㈲c ，i必'c.の閑刺更用しμ。lヵ｀げの外伝皇考は，芦象-f既知の金属ブ

口･ソフを便用Vマ鼻虞よ耳を測是レ単位時間きり．歴然量を詐算しマ. 対充伝芦の式

Q・A^(馬飛)に代入しマ葺出しf-. (Q･剛陶受驚,A-f瞰,t'細縫ｷ,加恥瞰ぷ･鴎フ･ロ･・ﾌﾀ組)

>r - ぺは，･2)←のケ一ぺ叉には吽の仙ター-&分班し. 名粂什-i･焙鏡し恥．加芦の鉢3 は･

ケーキの守心温刄が9既に■i.し　その俊S分緑逼レ柘召七レμ．

も締果)梗用し,れ才-ﾌヽ･ンの%iiヽヽTの外砺隻孝はぬ^矛気化レ測鳶値=･りをの閑係式を

求めμとこ,ろ次式のようにな．μ．心,5♂″。5。)o゛‰十･･今(v風at.)

訂こ. 焙焼時間＼.%)Lの間に-＼t，知ヽMt･の負の卵闇がありこ，焙焼時閥ぽ，ひ成心．

彩で艮必ずこ.Y. ができる□反走レ(l)を用い. 庫内藻痕■ )速から焙埋時間の予測を試み

ｓ　．-．_．．，．　rこ乞二ろ■ 次式のIうになり．芙剥値と＼iぼ一致しr--.
!■　・　吟'　　t’(4.7刈(が7≫-/ヽ2)･/タ･び゜り料(･びが-Z-2i≪10'Vs.

＋ち7 (f=蝉焼時剛
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ごχ　レ-i,~レながら，良際y^煉焼呵彫f彰囲n

.あヽよそ刄血こ示すゑﾘﾏあ■>

　　　　鴛(ｔJ ^)n．回申の紅奪は・煉焼時開巻啄す．


